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岡
垣
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
で
、
自
主
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
改
革
に
継
続
し
て
取
り
組
む
「
岡
垣
町

行
財
政
構
造
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
つ
い
て
、
昨
年
６
月
か
ら
12
回
に
わ
た
っ
て
調
査
審
議
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

12
月
19
日
、
そ
の
協
議
内
容
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、
増
田
会
長
か
ら
樋
　
町
長
に
答
申
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
自
治
体
は
、
地
方
財
政
構
造
改

革
の
波
を
受
け
な
が
ら
、
い
か
に
住
民

サ
ー
ビ
ス
を
効
率
よ
く
提
供
す
る
か
と

い
う
難
し
い
行
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ

て
い
ま
す
。
住
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
、
協
働
力
、
財
政

力
、
組
織
力
を
高
め
る
取
り
組
み
で
、

厳
し
い
局
面
を
乗
り
切
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

今
後
は
、
答
申
に
基
づ
き
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
行
計
画
と
し
て
総
括
し
、
町

や
関
係
機
関
で「
自
主
自
立
の
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
た
改
革
」に
継
続
し
て
取

り
組
む
こ
と
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

行
政
を
中
心
と
し
た
公
共
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
は
、
地
方
分
権
の
推
進
や
国
の

三
位
一
体
改
革
な
ど
で
、
こ
れ
ま
で
の

質
と
量
を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
く
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
意
欲
と
能
力

を
備
え
た
多
様
な
担
い
手
と
協
働
し
な

が
ら
、
住
民
自
ら
が
ま
ち
づ
く
り
に
参

画
す
る
仕
組
み
に
行
政
を
変
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
団
塊
の
世
代
が
退
職
を
迎
え
、

地
域
や
家
庭
に
戻
っ
て
き
ま
す
。
長
年

培
っ
た
知
識
と
経
験
を
生
か
し
て
地
域

づ
く
り
に
参
画
す
る
こ
と
で
、
行
政
と

協
働
す
る
担
い
手
と
し
て
新
し
い
力
に

な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
住
民
と
行
政
が
協
働

し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
、
こ
れ
か
ら
の
自
治
体
経
営
の
基
本

理
念
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

岡
垣
町
は
、
歳
入
の
約
３
割
を
地
方

交
付
税
に
依
存
し
て
い
る
た
め
、
三
位

一
体
改
革
の
影
響
は
避
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

財
政
的
に
自
立
す
る
町
を
目
指
す
た

地
域
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に

―
協
働
力
の
強
化
―

徹
底
し
た
歳
出
削
減
、

歳
入
増
加
で

財
政
基
盤
の
確
立
を

―
財
政
力
の
強
化
―

自
主
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
改
革
、
強
く
要
望

行
財
政
構
造
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
答
申

答申されたプログラムの主な概要（協働力の強化） 

地域コミュニティー 
の推進 

提案公募型事業の創設 

協働による行政経営 
システムの導入 

地域懇談会の開催 

おかがきファンクラブ 
制度の創設 

小学校区などを範囲とした新しい地域コミュニティー
を構築し、権限と財源を地域に譲り、行政は側面から支
援しながら地域分権を推進すべきである。 

住民団体やNPOを対象に、まちづくりを推進する企画
を募集し、町との協働事業として実施すべきである。 

公共サービスを担うのは行政だけではなく、住民や地域
のさまざまな主体が行政と協働しながらまちづくりを進
める行政経営システムの導入を目指すべきである。 

町の課題や地域の課題を住民と行政が情報を共有し、意
見交換を行うために実施すべきである。 

岡垣町のまちづくりや豊かな自然などをPRし、町を応援
するファンクラブを作り、まちづくりに参画する制度を
創設すべきである。 

行地
域 政

答
申
の
要
点

答
申
の
要
点

答
申
の
要
点

答
申
の
要
点

答
申
の
要
点

答
申
の
要
点

答
申
の
要
点

答
申
の
要
点

答
申
の
要
点

答
申
の
要
点

答
申
の
要
点

答
申
の
要
点

答
申
の
要
点

答
申
の
要
点

答
申
の
要
点

答
申
の
要
点

答
申
の
要
点

答
申
の
要
点

答
申
の
要
点

答
申
の
要
点

答申書を手渡す増田会長(写
真右)とそれを受け取る樋高
町長(写真左)

▲
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め
に
は
、
将
来
を
見
据
え
た
財
政
の
見

通
し
を
立
て
、
ま
ず
は
徹
底
し
た
歳
出

の
削
減
と
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

た
歳
入
を
増
や
す
取
り
組
み
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の

財
政
構
造
の
上
に
住
民
福
祉
や
安
定
し

た
住
民
の
生
活
が
確
保
さ
れ
ま
す
。

住
民
の
負
担
が
必
要
と
な
る
項
目
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
を
改
革
す
る
前

提
と
し
て
、
行
政
は
十
分
な
説
明
責
任

を
住
民
に
対
し
て
果
た
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。

構
造
改
革
が
成
功
す
る
か
し
な
い
か

は
、
そ
れ
を
主
体
的
に
担
う
行
政
と
そ

の
職
員
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
従

っ
て
、
協
働
力
や
財
政
力
を
高
め
る
た

め
に
は
、
ま
ず
は
行
政
、
職
員
自
ら
が

改
革
に
取
り
組
む
姿
勢
を
打
ち
出
す
こ

と
が
必
要
で
す
。

行
政
組
織
は
住
民
と
の
協
働
に
よ
る

自
治
体
経
営
と
合
わ
せ
、
地
域
分
権
や

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
踏
ま
え
て
定
員

適
正
化
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
職
員
の
人
事
・
給
与
制
度

は
、
適
正
な
評
価
が
反
映
さ
れ
る
仕
組

み
を
構
築
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

そ
し
て
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

担
う
と
い
う
共
通
認
識
の
も
と
に
、
柔

軟
性
と
想
像
力
、
判
断
力
、
実
行
力
を

併
せ
持
っ
た
職
員
の
育
成
に
計
画
的
に

取
り
組
む
べ
き
で
す
。

町
で
は
こ
の
答
申
に
基
づ
き
、「
岡

垣
町
行
財
政
構
造
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
実

行
計
画
」を
作
成
し
ま
す
。
実
行
計
画

で
は
、
い
つ
ま
で
に
、
だ
れ
が
、
ど
の

よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
現
す
る
か
を

定
め
て
、
自
主
自
立
の
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
室
へ

町
と
し
て
の
今
後
の
取
り
組
み

行
政
・
職
員
自
ら
が

改
革
の
姿
勢
を

―
組
織
力
の
強
化
―

答申されたプログラムの主な概要（財政力の強化） 

新規目的税の検証 

人口増・企業誘致 
への投資 
効率的な公共施設の 
管理運営 

小中学校の校区再編・ 
統廃合 

町立保育所の民間移譲 

町税収確保の強化 

受益と負担の適正化 

評価基準の導入による 
補助金見直し 

将来の財政需要に備え 
た基金の積み立て 

新規目的税を課税することは難しいが、まちづくりに必要な財源を確保するため、固定資産税
の税率改正を、将来の財政状況を見極めながら検討すべきである。 

今後も発展性のあるまちづくりを行うため、人口増加に向けた定住環境づくりと企業誘致に
よる雇用の創出に取り組むべきである。 

岡垣サンリーアイ・いこいの里・町営駐車場・臨海荘は指定管理者制度を導入し、情報プラザ
人の駅などの直営施設は管理運営形態の効率化を目指すべきである。 

児童生徒数の推移を見極めながら検討し、校舎の老朽化に伴う改築時期までに、その判断を
すべきである。 

改築時期や財政的な効率、職員の処遇などを考慮しながら、2園のうち1園を民間へ移譲すべ
きである。 
口座振替の加入促進やインターネットによる公売など、収納体制を整備し、早急に収納率を向
上させることに取り組むべきである。 

公共施設の使用料を適正に徴収するため、老人憩いの家の入浴料の有料化や公民館、スポー
ツ施設の減免を見直すべきである。 

各種団体や個人に助成している補助金は、廃止・縮減するものを個別に検証すべきである。 

町有地など公有財産を売却して得た収入を、将来に備えた(仮称)公共施設整備基金へ計画的
に積み立てるべきである。 

答申されたプログラムの主な概要（組織力の強化） 

新たな組織機構の構築 

定員適正化計画 

行財政構造改革を進めるため、さまざまな課題
を克服する行動力の高い新たな組織機構を構
築すべきである。 

町職員の定数186人を、今後10年間で段階的
に削減すべきである。 

給与制度の改正 年功的な制度を改正し、職種・職階に応じた給与
制度を構築すべきである。 

勤務評価基準による 
組織活性化 

職員の人材育成を図るための勤務評価を行い、
昇給・昇格・勤勉手当などに反映すべきである。 

手当・補助金の改正 
職員手当（通勤手当・管理職手当など）を見直す
べきである。また職員互助会への補助金を削減
すべきである。 

【委員会の会議録・答申の内容】岡垣町公式ホームページで公開しています。

岡
垣
町
行
財
政
構
造
改
革
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
、
み
な
さ
ん
の
十
分
な

理
解
の
上
で
実
行
す
る
た
め
に
開

催
し
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容

や
将
来
の
財
政
状
況
な
ど
を
詳
し

く
説
明
し
、
意
見
を
伺
い
ま
す
。

家
庭
や
公
共
施
設
で
説
明
会
の

内
容
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
説
明
会
の
様
子
を
岡
垣
町
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
あ
る「
お

か
が
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送

局
」で
生
中
継
し
ま
す
。

※
２
月
24
日
(金)
は
放
送
し
ま
せ
ん

日　程 

と　き 

2/21(火)

23(木)

24(金)

25(土)

27(月)

午後7時 
　～9時 

西部公民館 

岡垣サンリーアイ 

戸切公民館 

中央公民館 

東部公民館 

ところ 

住
　
民
　
説
　
明
　
会
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役場・教育委員会 1282―1211

情報プラザ人の駅 1281―2005

こども未来館 1281―5501

東部公民館 1282―0035

中央公民館 1282―0162

西部公民館 1282―7476

町民武道館 1282―6111

岡垣サンリーアイ 1282―1515

社会福祉協議会 1283―2940

シルバー人材センター 1282―4688

いこいの里在宅介護支援センター

1283―0033

岡垣在宅介護支援センター 1282―5167

岡垣東部在宅支援センター 1282―5103

岡垣町公式ホームページアドレス
http://www.town.okagaki.fukuoka.jp
まちの情報や過去の広報おかがき
などを見ることができます

65
歳
以
上
の
人
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
制
度
を
利
用
し
ま
せ

ん
か
。
住
宅
改
造
が
必
要
な
箇
所
や
施

行
方
法
、
手
す
り
の
取
付
位
置
や
形
状

な
ど
、
身
体
状
況
に
合
っ
た
住
宅
改
造

を
専
門
家
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
診

断
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
へ

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料
控

除
と
し
て
申
告
す
る
と
き
は
、
社
会
保

険
料
控
除
証
明
書
が
必
要
で
す
。
昨
年

10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人
は
、

２
月
上
旬
に
社
会
保
険
庁
か
ら
証
明
書

が
送
付
さ
れ
る
の
で
、
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
1
０
５

７
０
‐
０
０
‐
９
９
１
１
へ

昨
年
12
月
に
行
わ
れ
た
平
成
17
年
第

４
回
岡
垣
町
議
会
定
例
会
で
、
竹
井
久

美
子
さ
ん
が
教
育
委
員
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

任
　
期

平
成
18
年
１
月
16
日
〜
平
成

22
年
１
月
15
日

お
知
ら
せ

よ
り
住
み
よ
い
環
境
を

確
定
申
告
に
は

社
会
保
険
料
控
除
の
証
明
書
を

新
し
い
教
育
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

竹井久美子さん(鍋田区)

問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課
へ

平成17年第4回岡垣町議会定例会

可決された主な内容
【一般会計の予算を補正】
障害者医療受給者や受診件数の増加に伴い、

重度心身障害者医療費を約1,460万円、赤井

出・東高陽線交差点の改良工事費として約350

万円、私立幼稚園が保育料を減免する場合に補

助を行う幼稚園就園奨励補助金を400万円など、

合計約5,490万円を増額しました。

【平成17年度国民健康保険事業特別会計の予算を
補正】
人事院勧告に準じて給与を改定したことと、

人事異動に伴い、職員の給料や手当などの予算

を減額しました。

【平成17年度老人保健事業特別会計の予算を補正】
人事院勧告に準じて給与の予算を減額しまし

た。

【一般職の給与を改正】
徒歩で通勤している職員と、通勤距離が2キ

ロメートル未満の職員に対し、通勤手当を廃止

しました。

【公の施設の指定管理者の指定手続等に関する
条例を制定】
地方自治法の改正に伴い、町が設置した公共

施設の管理を指定管理者に行わせるための指定

手続などを定めました。



5

建
物
を
建
て
る
と
き
に
は
、
事
前
に

建
築
基
準
法
に
適
合
し
て
い
る
か
の
確

認
申
請
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
適
合

し
て
い
る
場
合
は
確
認
済
証
が
交
付
さ

れ
、
工
事
着
手
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

工
事
完
了
後
は
、
確
認
申
請
の
と
お

り
に
建
築
さ
れ
た
か
の
完
了
検
査
を
受

け
、
適
合
し
て
い
る
場
合
に
は
、
検
査

済
証
が
交
付
さ
れ
ま
す(
木
造
住
宅
な
ど

は
中
間
検
査
が
必
要
な
場
合
も
あ
り
ま

す)

。建
物
を
建
て
る
計
画
の
あ
る
人
や
、

既
に
工
事
を
行
っ
て
い
る
人
は
、
忘
れ

ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

県
北
九
州
土
木
事
務
所

1
６
０
１
‐
６
４
９
４
へ

３
月
１
日
(水)
か
ら
７
日
(火)
は
、
春
の

全
国
火
災
予
防
運
動
期
間
で
す
。
こ
の

運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季

を
迎
え
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普

及
を
図
る
こ
と
で
、
火
災
の
発
生
を
防

止
し
、
尊
い
生
命
・
財
産
を
守
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

岡
垣
町
で
は
、
防
火
に
対
す
る
意
識

の
高
揚
を
図
る
た
め
、
こ
の
運
動
期
間

中
、
午
前
７
時
と
午
後
７
時
に
約
30
秒

間
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

総
務
課
へ

次
の
年
金
受
給
権
が
あ
る
戦
没
者
の

遺
族
に
、
特
別
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
権
利
が

消
滅
し
、
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

早
め
に
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

対
　
象

○
平
成
15
年
４
月
１
日
現
在
、
恩
給
法

に
よ
る
公
務
扶
助
料
な
ど
か
援
護
法

に
よ
る
遺
族
年
金
な
ど
の
受
給
権
が

あ
る
戦
没
者
の
妻
、
父
母
、
祖
父
母

○
戦
没
者
死
亡
後
か
ら
平
成
15
年
３
月

31
日
ま
で
の
間
に
、
血
の
つ
な
が
っ

た
子
孫
が
絶
え
た
戦
没
者
の
父
母
、

祖
父
母

請
求
期
限

３
月
31
日
(金)

問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉
課
へ

県
で
は
、
納
税
通
知
書
を
送
付
す
る

と
き
に
、
通
知
書
の
内
容
を
点
字
で
説

明
し
た
文
書
を
同
封
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
18
年
度
か
ら
希

望
す
る
人
は
、
３
月
31
日
ま
で
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
税
金

自
動
車
税
・
個
人

事
業
税

内
　
容

税
金
の
種
類
・
納
税
通
知
書
番

号
・
納
期
限
・
税
額
・
問
い
合
わ
せ
先

問
い
合
わ
せ

県
税
務
課
1
０
９
２
‐

６
３
‐
３
０
６
３
へ

予
防
接
種
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、

接
種
率
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
期
間
中
、
次
の
医

療
機
関
で
診
療
時
間
外
や
休
診
日
に
接

種
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
接
種
で
き
る
日

時
は
各
医
療
機
関
で
異
な
り
ま
す
。

【
医
療
機
関
】

○
遠
賀
中
間
医
師
会
病
院

1
２
８
２
‐
０
１
８
１

○
こ
ん
ど
う
胃
腸
科
外
科
医
院

1
２
８
３
‐
０
１
０
１

○
高
陽
診
療
所

1
２
８
２
‐
０
０
７
７

○
く
わ
の
キ
ッ
ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク

1
２
８
１
‐
５
５
１
５

○
田
中
ひ
ろ
し
小
児
内
科
医
院

1
２
８
３
‐
１
６
４
０

問
い
合
わ
せ

各
医
療
機
関
へ
　

対
　
象

○
新
規
登
録
希
望
工
事
店
○

登
録
有
効
期
間
が
３
月
31
日
ま
で
の
工

事
店

受
付
期
間

３
月
１
日
(水)
〜
10
日
(金)

問
い
合
わ
せ

下
水
道
課
へ

３
月
６
日
(月)
か
ら
移
転
先
で
業
務
を

行
い
ま
す
。
３
月
３
日
(金)
ま
で
は
現
在

の
庁
舎
で
す
。

移
転
先

八
幡
総
合
庁
舎(

八
幡
西
区
則

松
３
丁
目
７
番
１
号)

問
い
合
わ
せ

福
岡
県
北
九
州
土
木
事

務
所
1
６
９
１
‐
２
７
６
１
へ

対
　
象
　

○
折
尾
交
通
安
全
協
会
員

○
自
動
車
の
運
転
免
許
証(

原
付
免
許
を

含
む)

を
持
ち
、
５
年
ま
た
は
10
年

以
上
継
続
し
て
運
転
し
て
い
て
、
無

事
故
・
無
違
反
の
人

※
過
去
に
同
種
以
上
の
受
賞
者
は
除
き

ま
す

申
請
に
必
要
な
も
の

○
申
請
書
※
協
会
事
務
局
に
あ
り
ま
す

○
運
転
免
許
証(

裏
・
表)

と
会
員
証
の

コ
ピ
ー
各
１
枚

○
無
事
故
・
無
違
反
証
明
書
１
通
※
岡

垣
交
番
に
あ
り
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

３
月
１
日

(水)
か
ら
31
日
(金)
ま
で
に
折
尾
交
通
安
全

協
会
1
６
０
１
‐
１
８
１
８
へ

建
物
を
建
て
る
前
に
確
認
申
請
の

手
続
き
を
忘
れ
ず
に

あ
な
た
で
す

火
の
あ
る
く
ら
し
の
見
は
り
役

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
の
方
へ

特
別
給
付
金
の
請
求
は
済
ん
で
い
ま
す
か

納
税
通
知
書
の
内
容
を
点
字
で

３
月
１
日
か
ら
７
日
は

子
ど
も
予
防
接
種
週
間

下
水
道
指
定
工
事
店
の
登
録
受
付

福
岡
県
北
九
州
土
木
事
務
所

庁
舎
を
移
転
し
ま
す

無
事
故
・
無
違
反

優
良
運
転
者
を
表
彰
し
ま
す



6

と
　
き

３
月
18
日
(土)
午
前
９
時
〜

※
雨
天
時
は
３
月
28
日
(火)

と
こ
ろ

町
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

対
　
象

町
内
在
住
60
歳
以
上
の
人

参
加
費

三
百
円

申
込
締
切

２
月
28
日
(火)

※
当
日
の
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。
用

具
・
筆
記
具
は
各
自
で
持
参
し
て
く

だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
連
盟(

行
山)

1
２

８
２
‐
０
９
１
３
へ

と
　
き

５
月
７
日
(日)
午
前
10
時
〜
午

後
５
時
※
雨
天
決
行

と
こ
ろ

博
多
の
森
陸
上
競
技
場
　
ほ
か

対
　
象

身
体
障
害
者
福
祉
法
に
規
定

す
る
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
ち
、
平
成

18
年
４
月
１
日
現
在
16
歳
以
上
、
県
内

(

政
令
市
除
く)

在
住
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
推
薦
さ
れ
た
人

○
市
町
村
長
ま
た
は
市
町
村
身
体
障
害

者
福
祉
協
会
長

○
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
長

○
盲
・
養
護
学
校
長

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康
福
祉

課
※
締
め
切
り
２
月
17
日
、
県
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
協
会
1
０
９
２
‐
５
８
２
‐

５
２
２
３
へ

と
　
き

３
月
４
日
(土)
午
前
９
時
〜

※
雨
天
中
止

集
合
場
所

上
畑
公
民
館
前

対
　
象

小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者
、

一
般
の
人

持
参
品

弁
当
、
水
筒
、
手
袋

問
い
合
わ
せ

岡
垣
登
山
連
盟(

向
井)

1
２
８
２
‐
５
１
６
３
へ

防
衛
庁
で
は
、
平
成
18
年
度
採
用
の

予
備
自
衛
官
補
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

予
備
自
衛
官
補
と
は
、
災
害
な
ど
の
不

測
の
事
態
に
備
え
、
民
間
の
人
材
を
確

保
す
る
た
め
の
制
度
で
、
教
育
訓
練
終

了
後
に
陸
上
予
備
自
衛
官
と
し
て
任
用

さ
れ
ま
す
。

【
一
般
】

対
　
象

日
本
国
籍
で
18
歳
以
上
34
歳

未
満
の
人

教
育
訓
練
日
数

３
年
以
内
に
50
日

【
技
能
】

対
　
象

日
本
国
籍
で
18
歳
以
上
、
上

限
は
所
持
し
て
い
る
資
格
で
変
わ
り
ま
す

教
育
訓
練
日
数

２
年
以
内
に
10
日

【
一
般
・
技
能
と
も
に
】

試
験
日

４
月
15
日
(土)
〜
17
日
(月)

試
験
場
所

陸
上
自
衛
隊
福
岡
駐
屯
地

申
込
締
切

４
月
７
日
(金)

問
い
合
わ
せ

芦
屋
募
集
事
務
所
1
２

２
３
‐
０
９
８
１
へ

音
楽
好
き
な
あ
な
た
、
一
緒
に
吹
奏

楽
し
ま
せ
ん
か
？
中
学
生
か
ら
60
代
ま

で
の
幅
広
い
年
齢
層
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
楽
団
で
す
。

練
習
日
時

毎
週
土
曜
日
午
後
６
時
〜

10
時

と
こ
ろ

岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ

対
　
象

中
学
生
以
上

問
い
合
わ
せ

岡
垣
町
民
吹
奏
楽
団(

梶

原)

1
０
９
０
‐
１
８
７
７
‐
８
２
４
３

障
害
者
の
社
会
参
加
促
進
と
参
加
者

相
互
の
ふ
れ
あ
い
を
目
的
に
、
宗
像
ユ

リ
ッ
ク
ス
24
時
間
Ｅ
Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
に
参

加
し
ま
す
。
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人

も
一
緒
に
気
持
ち
い
い
汗
を
流
し
ま
せ

ん
か
？
伴
走
者
・
支
援
ス
タ
ッ
フ
と
、

障
害
の
あ
る
人
の
駅
伝
参
加
を
募
集
し

ま
す
。

対
　
象

○
駅
伝
参
加
者
　
小
学
生
以
上
の
障
害

児
・
者
で
、
８
５
０
メ
ー
ト
ル
以
上

走
る
か
歩
く
こ
と
が
で
き
る
人
。
車

イ
ス
の
人
も
可
。
参
加
費
五
百
円

○
伴
走
者
　
障
害
者
、
車
イ
ス
参
加
者

の
伴
走
、
介
助
走
な
ど

○
支
援
ス
タ
ッ
フ
　
事
前
準
備
や
当
日

の
荷
物
搬
送
、
障
害
者
介
助
・
受

募
　
　
集

予
備
自
衛
官
補
募
集

ス
ポ
ー
ツ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

シ
ル
バ
ー
交
歓
大
会

県
身
体
障
害
者
体
育
大
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

城
山
と
金
山
ふ
れ
あ
い
登
山

岡
垣
町
民
吹
奏
楽
団
募
集

障
害
者
の
駅
伝
チ
ー
ム

岡
垣
町
ふ
れ
あ
い
チ
ー
ム
参
加
者
募
集

再生品展示販売
と　き 3月6日(月)～12日(土)

午前9時～午後4時30
分※12日(日)は午前
11時30分まで

ところ 中間・遠賀リサイクル
プラザ(中間市)

品　目 タンス・食器棚・テー
ブルなど約百五十点

対　象 遠賀郡・中間市在住者
抽選日 3月12日(日)受付終了

後
※当選者にははがきで通知
搬出期間 抽選終了後～3月18

日(土)※各自で搬出
申し込み 期間中にリサイクル

プラザへ※申込多数時
は抽選

問い合わせ 中間・遠賀リサイ
クルプラザ1245－
5374へ　



気
軽
に
で
き
る
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク

ス
を
中
心
に
行
い
ま
す
。
楽
し
み
な
が

ら
健
康
維
持
に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

と
　
き

３
月
３
日
か
ら
24
日
ま
で
の

金
曜
午
前
10
時
〜
11
時
30
分(

全
４
回)

と
こ
ろ

町
民
武
道
館

対
　
象

町
内
在
住
者

定
　
員

30
人
程
度

受
講
料

無
料

申
込
締
切

２
月
24
日
(金)

付
・
記
録
な
ど

と
　
き

４
月
22
日
(土)
午
後
１
時
〜
23

日
(日)
午
後
１
時
※
参
加
で
き
る
時
間
帯

だ
け
で
構
い
ま
せ
ん

と
こ
ろ

宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

３
月
10
日

(金)
ま
で
に
岡
垣
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

7

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き

２
月
17
日
(金)
午
後
６
時

30
分
〜
７
時

と
こ
ろ

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

出
演
者

津
軽
三
味
線
澤
田
勝
嶺

会(

民
謡)

曲
　
目

南
部
俵
積
み
唄
　
ほ
か

※
入
場
無
料

カ
ン
タ
ー
ビ
レ
・
サ
ロ
ン
・
コ

ン
サ
ー
ト
10
周
年
ス
ペ
シ
ャ
ル

〜
音
の
扉
〜

と
き
・
内
容

○
４
月
８
日
(土)
畑
儀
文
テ
ノ
ー
ル

コ
ン
サ
ー
ト

○
５
月
13
日
(土)C

la
ssicQ

コ
ン
サ

ー
ト

○
６
月
10
日
(土)
百
人
で
聴
く
小
室

等
の
世
界

と
も
に
午
後
７
時

と
こ
ろ

小
ホ
ー
ル(

自
由
席)

会
員
券
が
必
要
で
す
。
五
千
円(

３

回
分)

※
百
枚
限
定

第
12
回
サ
ン
リ
ー
ア
イ

文
化
講
座
文
化
祭

【
作
品
展
示
会
】

３
月
３
日
(金)
〜
５
日
(日)
午
前
10
時

〜
午
後
７
時
※
一
部
午
後
５
時
ま

で
。
５
日
は
午
後
４
時
ま
で

【
生
花
展
示
会
】

３
月
４
日
(土)
〜
３
月
５
日
(日)

午
前
10
時
〜
午
後
７
時
※
５
日
は

午
後
４
時
ま
で

【
芸
能
祭
】

３
月
５
日
(日)

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
30
分

そ
の
ほ
か
に
も
茶
席
・
即
売
会
・

体
験
会
・
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

大切なこどもを守るために
○こどもは地域ぐるみで守りましょう
○こどもの行動範囲を把握しておきましょう
○通学路や公園などの安全チェックをしましょう
こどもを守るための4つのやくそく
こどもに繰り返し教えて、身に付けさせましょう
○知らない人(車)について行かないようにしまし
ょう
○こわいときは大きな声で助けを呼びましょう
○「だれとどこで遊ぶか」家の人に話してから遊び
にいきましょう
○ひとりで遊ばず、必ず友だちと遊びましょう
問い合わせ 折尾防犯協会連合会1692－6020

または、岡垣町防犯協会(地域づく
り課)へ

「人目がない時をねらう」
誘拐・連れ去り・いたずら犯

パ
ソ
コ
ン
若
葉
マ
ー
ク
教
室

は
じ
め
よ
う
！
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

講
　
　
座

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

い
き
い
き
健
康
教
室

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民

館
へ楽

し
み
な
が
ら
基
本
操
作
を
学
び
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
情
報
検
索

を
体
験
し
ま
す
。

と
　
き

３
月
14
日
(火)
、
28
日
(火)

○
１
回
目
＝
午
前
９
時
〜
11
時

○
２
回
目
＝
午
後
１
時
〜
３
時

対
　
象

町
内
在
住
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
未
経
験
者

定
　
員

各
６
人
※
先
着
順

参
加
費

無
料

申
し
込
み

２
月
20
日
(月)
か
ら
28
日
(火)

ま
で
に
電
話
か
直
接
来
館

※
当
日
午
後
４
時
ま
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
コ
ー
ナ
ー
は
利
用
で
き
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ

情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
へ

▲前回の駅伝のようす。たくさんの
思い出ができました



あなたのやる気、待ってます 

嘱託職員・臨時職員募集 
区分 

1

2

3

4

職　種 

職　種 募集人数 勤務地 勤務形態 対　象 雇用期間 申し込み・問い合わせ 

募集人数 勤務地 対　象 

一般事務員 3人程度 岡垣町役場 

岡垣町役場 

岡垣東中学校 

情報プラザ人の駅 1人 

1人 

1人 

一般事務員 

技　師 

学校校務員 

公民館事務員 若干名 東部公民館 交代勤務 町内在住の大学生 

町内在住の50歳まで 

町内在住の45歳まで 

パート 

パート 

日　勤 

パート・日勤 若干名 

4人 

2人 

2人 

1人 

東・中部保育所 

情報プラザ 
人の駅 

教育委員会・ 
各小中学校 

各小学校 

東・中部保育所 

小学校調理員 

保育所調理員 

保育士 

教育委員会 
事務員 

情報プラザ 
人の駅事務員 

嘱託職員 

臨時職員 

40歳未満の人 

40歳未満でパソコン操作ができ、イベント事業や講
座の企画運営経験者・それに準じる人 

町内在住の55歳から60歳までで、日曜大工などがで
きる人 

水曜日以外午前
8時30分から午
後10時をローテ
ーションで編成 

パソコンの知識
があり、窓口業務
ができる人 

2月22日(水)ま
でに履歴書を中
央公民館へ 

２月28日(火)ま
でに履歴書を情
報プラザ人の駅
へ 

2月28日(火)ま
でに履歴書を教
育総務課へ 

3月10日までに
履歴書をこども
未来課、東部保育
所へ 

随時受付。履歴書
と資格証明書を
こども未来課、東
部保育所へ 

4月1日か
ら1年間 

必要に応
じて採用 

20歳から50歳く
らいまで 

20歳から50歳く
らいまでで、保育
士資格取得者 

勤務形態　日勤 
雇用期間　4月1日から1年間※更新可 
試　　験　3月11日(土)岡垣町役場で面接※応募多数の場合は書類選考し、面接 
募集案内　役場総合案内か情報プラザ人の駅にあります 
申し込み・問い合わせ　2月28日(火)までに履歴書を1から3は企画政策室、4は教育総務課へ 

55歳未満で、建築構造に関する実務経験が5年以上
あり、1級建築士、構造建築士または1級建築施工管
理技士の免許取得者 
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優　勝 西坂　　昇
第３位 野田　剴斗
《小学４年生女子の部》
準優勝 西坂はるな
第３位 稲富　早紀
《小学５年生男子の部》
優　勝 中里　俊介
《小学５年生女子の部》
準優勝 入江　志歩
《小学６年生女子の部》
第３位 大野　　萌
《中学生男子の部》
優　勝 鶴田　昂志
準優勝 小御門　道
《中学生女子の部》
優　勝 藤間久美子
《60歳以上男子の部》
優　勝 入江　東樹
準優勝 西岡　靖紘
《60歳以上女子の部》
優　勝 梶谷八重子

と　き 12月10日
ところ 町民総合グラウンド
優　勝 河合　和男
準優勝 陣内　諄和

第３位 河合　信也

と　き 12月16日
ところ 町民総合グラウンド
《男子の部》
優　勝 松 吉次
準優勝 森　　　茂
第３位 小林　一及
《女子の部》
優　勝 原　　秀子
準優勝 長畑トモ子
第３位　花田キミ子

と　き １月８日
ところ ウエーブアリーナ
《Ａ級男子の部》
優　勝 青木良成・築地慶明
準優勝 押川倫憲・吉原翼
《Ｂ級男子の部》
優　勝 山口照木・飯干春喜
準優勝 山本智・坂本義文
《Ｃ級男子の部》
優　勝 安武富二夫・赤尾知
弘

準優勝 荒牧亘・小山愛美
《Ｓ級男子の部》
優　勝 新保弘輔・岩田正人
準優勝 日高大・鳴海勇太
《Ａ級女子の部》
優　勝 森田寛子・森山紗月
準優勝 今福智子・松浦順子
《Ｂ級女子の部》
優　勝 田中友梨・山口由貴
準優勝 占部礼子・占部泉
《Ｃ級女子の部》
優　勝 友良緑・松友佳奈子
準優勝 中塚文代・高森美智
代
《Ｓ級女子の部》
優　勝 大久保治美・原田陽
子
準優勝 土井瞳・山崎茜

と　き 1月８日
ところ 町民弓道場
優　勝 西軍
準優勝 東軍
優　勝 川原　正訓
準優勝 神谷　和生
第３位 渡部　京子

と　き 11月27日
ところ ウエーブアリーナ
《男子団体Ａ級の部》
第３位 岡垣ウエーブＢ(松
下・福山・西村)
《女子団体Ａ級の部》
第３位 岡垣ウエーブ(二
宮・水口)
《混合団体Ａ級の部》
準優勝 岡垣ウエーブＡ(井
野)
《男子シングルスＡ級の部》
優　勝 井野　泰弘
《女子シングルスＣ級の部》
第３位 平井　順子
《小学生女子シングルスの部》
第３位 川原菜保美

と　き 12月11日
ところ 芦屋町祇園崎運動広
場
《小学２年生女子の部》
準優勝 石丸　まゆ
《小学３年生男子の部》

がんばった人にマル　─スポーツ結果─

第６回岡垣オープン卓球大会

東西対抗弓道百射会

年忘れグラウンドゴルフ親睦大会

グラウンドゴルフ12月例会

第30回岡垣オープン
バドミントン大会

第40回遠賀郡ロードーレース大会

岡
垣
町
は
人
口
、世
帯
数
と
も
に
増

平
成
17
年
国
勢
調
査
速
報

国勢調査の結果(速報値)が総務省から公表されました。
その結果、人口は31,334人(男性14,740人、女性16,594人)、世帯数は10,907

世帯で、前回に比べ人口が917人増加、世帯数が787世帯増加しています。
福岡県で人口が増加したのは27市町村で、減少したのは58市町村となっています。
そのほかの統計データは順次、総務省統計局のホームページなど(岡垣町公式ホーム

ページからも見ることができます)で公表していきます。
ご協力ありがとうございました。

遠賀郡内の人口の推移(単位：人)

平成7年 平成12年 平成17年 増加数(前回比)
岡　垣　町 
芦　屋　町 
水　巻　町 
遠　賀　町 
遠　賀　郡 
 

28,807 
16,685 
31,289 
18,999 
95,780 

 

30,417 
15,827 
31,619 
19,309 
97,172 

 

1,610 
△ 858 
334 
310 

1,396 
 

31,334 
16,249 
30,684 
19,278 
97,545 

 

917 
422 

△ 939 
△ 31 
369

増加数(前回比)

遠賀郡内の世帯数の推移(単位：世帯)

平成7年 平成12年 平成17年 増加数(前回比)
岡　垣　町 
芦　屋　町 
水　巻　町 
遠　賀　町 
遠　賀　郡 

9,118 
5,597 
10,812 
5,732 
31,259 

10,120 
5,694 
11,509 
6,280 
33,603 

1,002 
97 
697 
548 

2,344 

10,907 
5,947 
11,704 
6,722 
35,280 

787 
253 
195 
442 

1,677 

増加数(前回比)

問い合わせ 地域づくり課へ
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今回の
表　紙

2月3日は節分の日。中部保育所に、湯川山から2匹の鬼がやってきました。子どもたちは、驚いて泣くわ叫ぶわの大騒
動。一生懸命豆をまきました。今年もみんなに幸福が訪れることを願って、鬼は外～、福は内～！
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弟 私 
母 

弟 私 
母 

「なぜ岡垣町に来るようになったのか」と、よく
聞かれます。私は、大学で日本語を勉強し、JET
プログラムと言う事業を知り、応募しました。
JETプログラムとは、「語学指導等を行う外国青

年招致事業(The Japan Exchange & Teaching
Program)」の略称で、地方公共団体が総務省、外
務省、文部科学省、財団法人自治体国際化協会
(CLAIR)の協力の下に実施しています。
このプログラムは、外国との相互理解の増進と

日本の地域の国際化の推進を目的として、昭和62
年度に始まり今年度で19年目を迎え、招致国は4
か国から44か国に、参加者も848人から5,853人
になりました。
参加者の職種は、国際交流員(CIR)、スポーツ国

際交流員(SEA)、外国語指導助手(ALT)の3種類が
あります。資格要件の1つは、大学の学士号を取得
していることです。契約期間は原則として1年で、
再契約の回数は最高2回までとなっています。
岡垣町には、CIRとALTがそれぞれ1人ずつ招致

されています。

JET事業

CIRって？
CIRとは、国際交

流員の略で、実用
的に日本語を話せ
ることが採用条件
の1つです。岡垣町
では、平成6年から
CIRを受け入れてい
ます。
岡垣町のCIRが行っている主な仕事
○国際交流イベントの企画(料理教室,異文化の習慣
を基にしたイベント)

○保育所や幼稚園、小中学校訪問○広報記事の執
筆○英会話教室○文書の翻訳
ALTって？
ALTとは、外国語指導助手の略です。岡垣町で

は、平成3年からALTを受け入れています。
ALTが行っている主な仕事
○小中学校での外国語授業の補助
○小学校の外国語会話などの補助、外国語教材作
成の補助

○国際交流イベントの補助と参加

これからも国際交流イベントを行うので、どん
どん参加してください！

▲1月、家族が来日しました。写
真は樋　町長に表敬訪問したと
きのものです

ＣＩＲ ＡＬＴ ＳＥＡ

6 7 0

今までに岡垣町が受け入れたJET参加者数　　 (単位：人)

シルクロードの夢を　コソンから愛を！　第6回国際交流フェスティバル
国際音楽会やワールド青少年のつどいなど、

楽しいイベントがいっぱいです。

と　き 3月12日(日)午後2時
ところ 岡垣サンリーアイ
内　容
○劉

リュウ

宏軍
ホンジュン

さんの演奏
映画「ラストエンペラ

ー」、NHKテレビドラマ
「陰陽師」などの音楽担当
者であり、フルートや横

笛などの奏者。アジア「笛の玉手箱」などを披
露
○ソデペサムルノリ芸術団の演奏
韓国の打楽器を使って、農楽の躍動感あふれ

る音楽を演奏
○韓国民謡
韓国の固

コ

城
ソン

郡から小学生、歌の先生を招いて、
民謡を披露。テ・チャングムの主題曲など
入場料 500円

問い合わせ 岡垣国際交流協会1282－0549へ

▲岡垣町で行ったインターナショナ
ル・デイには、県内のALTが10人
参加しました


